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東京駐在大使ロバート･クライヴ卿 (SirRobertClive)は,同様の認識を持 っていた｡そ し
て,ロンドンにたいして,日本はイギリスをして,エジプトやオーストラリアでの貿易問題の









































































































































































総量-押 し上げるように,政府の援助を求めた｡全 く国際法-の明確な認識 もなしに,その覚
書は,この輸出量増加は東アフリカ-の輸出からもたらされるべきだ, と記 していた 63)｡新
しく商務院総裁に就任 したオリバー ･スタンリ- (01iverStanley)からの,あるいは植民省
大臣ゴアからの,いずれからも,この覚書への事務的な返答の記録は残されていない ｡ しかし,
この (商工会議所の)覚書によって,ランカシャーのなかにE]本に譲歩する用意があるかどう
か,という疑問は取 り除かれるであろう｡ さらに,角野使節団が7月初めにイギリスに到着 し


































































































経済決定論的に解釈すべきではない｡ しか し,アジア問貿易の果たした役割は否定 Lがたいよ
うに思われる｡アジア間貿易の意義をさらに解明することは,経済史家と政治史家の,両者の
前に同様に提示されている義務である｡(筆者は,ロンドン大学｡訳者は,龍谷直人)
訳者追記)文中の ()内は訳者が補った箇所である｡ 本稿に深 く関連するものとして, ア
































6) 細谷氏の研究成果は,多数に及ぶが,代表的な作品として,細谷千博編著 『日英関係史 1917
-1949』東京大学出版会,1982年｡
7) 佐々木雄太 『30年代イギリス外交戦略一帝国防衛と宥和の論理』(名古屋大学出版会,1987年)0







































に (1月31日,3月21日)もたれた｡33年 2月8日の議論では,決議案は採決なしに通過 した
(Hansard5thSeriesHCvol.274C.308-24)｡そして,33年11月29日においても,採決なしに通
過した (Hansard5thSeriesHCvol.283C.897-958)｡

































31) 広田弘毅とトベンキン(Tonbenkin)との会見,1935年9月18日(天羽英二編 『天羽英二日記 ･
資料集』第 3巻1990年10月36貢)｡また,R.Waka-tsuki,`TheAimsofJapan',Foreign
-85一







































52) 木畑洋一 ｢イギリス帝国の変容と東アジア｣(前掲 『1930年代のアジア国際秩序』所収)｡前掲
｢失われた協調の機会?一満洲事変から真珠湾攻撃に至る日英関係｣も参照｡
53) PROFO371/21215W6363/5/50FOEconomicSect ionmemorandum (1937年 3月24日).
-86-
経済的宥和政策か,経済的ナショナリズムか (ベスト)
54) 同前の,EdentoChamberlain(1937年3月24日),あわせて,W6813/5/50Chamberlain
toEden(1937年4月7日).
55) PROT188/177Leith-RosstoHopkins(T)(1937年4月26日).資源問題については,A.
Best,British,JapanandPearlHarbor/AvoidingWarinEastAsia,1936-41,(Rout1
1edge,London,1995)pp.17-20と,pp.3213,を参照0
56) pROT172/2111ChamberlaintoLeith-Boss(1937年4月29日).
57) PROHW12/215BJ.068229TokyotoLondon(1937年4月30日,解読は5月8日).
58) pROCAB27/626FP(36)34T`he"OpenDoor"intheColonies'Inter-departmental
CommitteeonTradePolicyreport(1937年6月7日).CABは,内閣文書｡
59) Hansard,5thseries,HCvol.322,C.1087(1937年6月2日).
60) pROCAB27/622FP(36)CabinetCommitteeonForeignPolicy(第12回会議,1937年
6月11日).
61) PROCAB27/622FP(36)CabinetCommitteeonForeignPolicy(第13回会議,1937年
6月16日).
62) PROT160/770F155830rmsby-GoretoSimon.
63) PROCO852/107/llEastwoodmemorandum(1937年6月9日),そして,`ExportTrade
inCotton(AndRayon)Goods'memorandum (1937年6月).
64) R.H.Holland,`TheFederationofBritishIndustriesandthelnternationalEconomy,
1929-1939',EconomicmstoryReview,1981,Vol.XXXIV,pp.295-6.
65) PROCO852/109/7ただし,これは,theManchesterGurdian誌からの引用文 (1937年10
月9日).
66) pROCO852/109/6と10.
67) PROT160/692F15210Waley(T)toFisher(BorE)(1937年12月8日),Leith-Rossto
Cadogan(FO)(1938年 1月11日).
68) IORL/PO/1/54ZetlandtoLinlithgow(1938年8月9日)tel.304.
69) Best,op.cit.,Chapters.
-87一
